
－ 63 －

１．はじめに

今を遡ること 150 年前の西暦 1865 年、薩摩半島西岸の

羽島浦（現鹿児島県いちき串木野市羽島）に若き薩摩藩士

たちが集結していた。彼らは 2ヶ月ほどの滞在を経て、沖

に現れたグラバー商会所属の洋式機帆船「オースタライエ

ン号」に乗り込み、密航という手段で英国を目指す。後に

日本の近代化に大きな功績を残すことになる、いわゆる「薩

摩スチューデント」の密かな旅立ちであった。

薩摩藩英国留学生記念館（いちき串木野市羽島）

2014 年 7月 20 日、彼らが出発した羽島浦の海岸沿いに

薩摩藩英国留学生記念館が開館した。近代日本の黎明期を

象徴する彼らの旅とその後の功績を顕彰するために、いち

き串木野市が企画したミュージアム施設である。公共施設

ということもあって市役所に担当課が定められ、構想、計

画、設計と事業は推移する。縁あってこの事業に参画する

ことになったが、発案者でありプロジェクトリーダーでも

あるいちき串木野市の田畑誠一市長はこのようにオーダー

された。「若き藩士たちが命がけで密航までして学んだ志

の高さとその功績について広く人びとに紹介して欲しい。

とりわけ、これからを担う若者たちに夢や希望をもって挑

戦することの大切さを伝えて欲しい。さらに、羽島をはじ

めいちき串木野市全体の交流やまちづくりの拠点として機

能させて欲しい。」前段はまさに博物館施設として担うべ

き機能であり、施設計画に反映させるには明解なテーマで

ある。しかし後段についてはいささか特異なミッションで

ある。羽島という地域は串木野市街地から北へ車で約 15

分。薩摩川内市との市境近くにあって、バス便も少なくア

クセス不便なところである。したがって特に市外からの来

館者はそのまま観光客であると解釈することもできよう。

加えてそこに交流を生み、まちづくりの拠点にするにはど

うしたらよいのか。単に博物館として建物や展示をつくる

だけではこの目標は達成できない。そもそも「まちづくり」

とは何なのか。普段からそのような言葉を使う事業に携わ

り、講座講演の機会を得てはいるものの、ここでは改めて

本質を考える必要があると感じた。

本論は薩摩藩英国留学生記念館の開館に伴う官民の枠を

超えた挑戦と、地元住民による積極的な企画、協力、事業

に関する事例報告である。

２．目的と意義から地域での取り組

みを考える
わが国では地域活性化を謳い、日々さまざまな戦略や施

策が企画され、自治体、コンサルタント、有識者、学生、

ＮＰＯ、企業、そして地域住民がこれに参画し、いわゆる「ま

ちづくり」が行われている。大抵の場合、その主たる目的

は人集めであり、金集めである。また、地域をブランド化

するという謳い文句でＰＲ活動やキャラクターづくりに注

力し、特産品開発やその売り込み、観光客誘致に余念がな

い、これが日本全国の地域活性化戦略の実像であろう。も

ちろん、イベントやキャンペーンを通して自らの地域アイ

デンティティーを自覚し、発信することも重要視されてい

るだろう。そのこと自体に何一つ口を差し挟むつもりはな

い。ただ、いずれの地域においても「地域をどうしたいの

か」「どんなまちをつくりたいのか」を議論し、その未来

像を共有しなければ、ただただ経済的な効果ばかりを追求

し、それを成就したとしても本来のまちづくり、地域活性

化を達成したとは言えないとも思える。すなわち、地域の

豊かさを求めるならばその豊かさの実像や意義を議論しな

ければベクトルを共有できないというのが「まちづくり」

に関する基本的な考え方と理解したい。そもそも「まち」

はつくるものではなく、できるものであることを歴史は証
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明している。寺社があれば門前町が生まれ、城が造営され

れば城下町ができる。計画的に都市を拓いても商圏が移れ

ば「まち」も遷移する。多用される「まちづくり」という

言葉にはむしろ再生や復興、復権といった側面も感じられ

るし、潜在的な地域力を掘り出すようなイメージもある。

しかしてその実態は非常に多様で曖昧である。英訳が難し

いのは定義が定まっていない証拠である。同様のことが「地

域活性化」という用語にも当てはまる。地域の何を活性さ

せるのか、何が叶えば活性化したと言えるのかを十分に考

え、目的意識を持たなければ、単に経済的収支で地域が得

をしても、イベントで何千人もの人が集まってもそれは一

過性のものとなり、あとに何も残らない可能性すらある。

「まちづくり」「地域活性化」という魔法の言葉に踊らされ

ることなく、自らの地域がどのような豊かさを求め、どこ

へ向かってゆくのかを住民、自治体が主体となって考えて

ゆかなければならない。

「地域の宝をさがす」という言葉がよく使われる。要は

地域に潜在する価値を見いだし、それを活用しようという

手法だ。宝は時に歴史的痕跡であり、食文化であり、特産

品や人材でもあり得る。言葉や歌といった無形のものであ

る場合も少なくない。ワークショップという言葉を好んで

使う人びとは、「まずは地域を知ろう」と呼びかけて地域

のお宝マップなどを住民と協働して制作したりする。羽島

の場合は、すでにかなり以前から住民自らがいくつもの団

体をつくり、薩摩藩英国留学生の顕彰はもとより、地域行

事の推進やまちづくりのあり方、来訪者に対するもてなし

のあり方などを自主的に研究、実験していた。そこで、薩

摩藩英国留学生記念館の設立に合わせて、地域住民と施設

との関係性を深めつつまちづくりや地域活性化を具体化す

るためのサロンを企画することにした。

３．自腹と手弁当が人を変え、地域

を変える

～会員制文化サロン「羽島ナイト」～
通常、行政が呼びかけて施設づくりの説明会をする場合

には公民館や役所の会議室を使い、行政側からの説明、住

民からの意見や質問といったやりとりが普通である。検討

委員会や懇話会などの名目で代表者だけがまとめて意見を

述べる機会を設け、参加者に謝金を支給する例も珍しくな

い。これは「意見を拝聴しました」というお墨付き目当て

の場合もある。しかし、本事業はそのいずれもあてはまる

ものではないと直感していた。地域の人びとの思いを聞く

と同時に、将来あるべき姿をともに描き、それに近づける

ための作業については当事者意識を持って参加してもらう

必要があるからだ。そこでこれまで羽島では経験のない官

民の枠を取り払った文化サロンを開催することにした。名

付けて「羽島ナイト」である。最初は地元住民の中でも地

域活動に積極的な方に趣旨を説明し、協力と声がけをお願

いした。ただし、羽島ナイトには条件を３つ付けた。

①　会員制とし、2回目以降は会員が「この人なら誘って

も良い」という人を連れてきても構わない。

	〔補足〕これは、興味本位での参加や無責任な発言を避

けるための方策で、参加することを誇りに思ってもらう

という目的もある。

②　飲み物や軽食を提供するかわりに参加費（￥500 また

は￥1,000）を支払っていただく。場合によっては一人

一皿（一品）ずつ持ち寄りとする。

	〔補足〕参加費を負担してまで参加する人びとは本気で

地域のことを考え、価値を共有しようとする人びとであ

る。自治体が招集する協議などでは参加者に謝金を支払

うなどして動員をかける例も少なくない。しかし、本来

自分たちの地域を守り、振興することは住民の役割でも

ある。行政はその代行者に過ぎない。羽島ナイトでは場

を和ませるために軽い飲食を用意し、その分の対価を集

めることでやる気のある参加者を集めることができた。

③　毎回トークテーマを設定し、会場はできるだけ会議室

を避けて地元の面白い場所で開催する。時々、地域外か

らのゲストを招き、専門的な立場、客観的な立ち位置か

らの意見やアドバイスを拝聴する。

	〔補足〕薩摩藩英国留学生記念館開館後には、さまざま

な場面で地域住民の協力を得ることが必要となることか

ら、それを見越したテーマ設定と、住民の意見集約を考

えた。特にサロンを開催する「場」にはこだわった。地

元の詰め所でもある「ふれあい館」や空き家となった古

民家、個人宅など、いくつかの場を借りて開催。開館後

は記念館のライブラリーで開催している。会議室ではな

く、さまざまな会場で行うことは地域に潜在する良き場

所を探すこと、活かすことにつながり、サロン自体を飽

きさせない効果もある。
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こうしたサロンのやり方に羽島の人びとはすぐに賛同し

てくださった。第 1回の羽島ナイトは 2011 年 9 月 5 日に

地元の名士、冨永家住宅にて開催された。そのテーマは、「も

しも羽島にカフェをつくるなら・・・羽島の建築と景観の

魅力を探る」であった。

以下は羽島ナイトの全テーマとスピンオフで行ったサロ

ンの内容である。（参考資料１）

羽島ナイト一覧（全 14回）

第	１	回　もしも羽島にカフェをつくるなら・・・羽島の建築と景観の魅力を探る
会　 場：冨永家住宅

第	２	回　羽島を食べる、食べさせる　～もてなす食について語ろう～
会　 場：漁民アパート 1階　ふれあい館

第	３	回　羽島ストーン　～硬くて軟らかい石のおはなし～
会　 場：羽島分団詰所 2階和室

第	４	回　もしもあなたがHashima クルーズの船長になったなら
　　　	～羽島で乗りたい船とみどころのおはなし～
会　 場：漁民アパート 1階　ふれあい館

第	５	回　羽島パティシエ・羽島シェフ　～感動を生む、こころづくしとしての食～
会　 場：漁業協同組合２階

第	６	回　いまどきの集落あるき・・・羽島を伝える旅の演出を語り合う
会　 場：漁民アパート 1階　ふれあい館

第	７	回　貧乏葛の館をリッチな空間にしよう　羽島を語るカフェ・バーを夢見て
会　 場：羽島集落「びんぼうかずらの舘」＊その後、ふれあい館で軽い交流会

第	８	回　羽島サービスを考える　羽島・記念館来訪者をもてなす方法
会　 場：お食事処「たもいや」

第	９	回　羽島ストリート ･ビュー　ヒトが集まる ･･ 魅力あるストリート
会　 場：光瀬港前　梅北不可止氏旧宅

第10回　羽島ストリート ･ビューその２　修景でつくる ･･ どこにもない羽島ストリート
会　 場：漁民アパート 1階　ふれあい館

第11回　史上最大のお ･も ･て ･な ･し　羽島にお客さまを迎えるための具体策
会　 場：漁民アパート 1階　ふれあい館

第12回　開館に備えての準備協議　その１

第13回　開館に備えての準備協議　その２

第14回　記念館ロードマップ	その 1　～にぎわいをもたらす魅力ある企画を考える～
会　 場：薩摩藩英国留学生記念館
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４．羽島ナイトの成果と住民の協力

このように、計画推進に際して当初から住民とともに語

り合い、まちを歩き、課題を解決するために具体的な行動

を計画する場を実現できたことは施設にとっても地域に

とっても幸福なことであった。回数はすでに 18 回におよ

び、施設開館後も継続的に実施している。羽島ナイトには

いちき串木野市役所の職員も手弁当で参加し、住民の意向

を汲みつつ開館にむけての協力体制や運営方針を検討する

際に役立てることができた。

では、こうした羽島ナイトの成果として地域に何が起

こったのかを列記してみよう。

（１）施設に対する理解と協力

羽島ナイトでは薩摩藩英国留学生記念館の計画段階から

設計、施工に至るまで各段階での進捗状況や課題を説明し

た。参加者はその情報をことあるごとに住民に語ることと

なり、地域住民は計画の概要を常に認識し、興味を持って

事業を見守ることとなった。特に、建築工事の仮囲いが取

れてからは地域住民の記念館への注目度が一気に上昇した

が、それまで培った羽島ナイトによる情報共有によってす

でに住民は自らがどのような分野でどう協力すべきかを把

握しており、不要なトラブルを避けつつ適切な協力を得る

ことができた。

ところで平地の少ない羽島では空き地が限られており、

来館者向けの駐車場確保は当初より課題と思われた。この

問題についても羽島ナイトでは何度も話題となり、薩摩藩

英国留学生記念館の敷地に確保できない駐車場について、

地域住民の理解を得て空き地を確保し、専用駐車場、臨時

駐車場などを設置できた。

（２）地域の修景や環境づくりへの取り組み

これまでも羽島は薩摩藩英国留学生渡英の地として市外

からのお客さまが訪れることが多かった。しかし市街地か

ら遠く、アクセス不便であることもあってその数は限定的

で、いわゆる観光地にはならず、来訪者視点での地域づく

りが行われてきた要素は少ない。薩摩藩英国留学生出発の

地に石碑などが建立されているものの、不特定多数のお客

さまに羽島を楽しんでいただく仕掛けができている状況で

はなかった。そこで羽島ナイトでは羽島地区の修景や、こ

ころ豊かに過ごせる環境づくりを意識したテーマでサロン

を開催。他地域の事例を映像で研修しつつ、羽島の地にふ

さわしい景観形成について、自分たちでできることから提

案し合い、実践した。その結果は下記のとおりである。

・自治体から塗料の提供を受け、関係機関の許可を得て

ガードレールを焦げ茶色に塗色した。

	 同時にロードミラーの支柱についても住民自らがハケ

を持ち、同色に塗色した。

	 周辺の雑木林を住民たちが枝打ちし、藪を払って眺望

スピンオフ企画

第	１	回　羽島ハイク・・・歩けば見つかる良きふるさと・・・

　　　　 羽島地区ハイキング（コース未公開で開催）＋楽しいコーヒータイム

第	１	回　羽島カフェラウンジ　エコール・ド・羽島パティシエ

～楽しい楽しいお菓子計画～

会　 場：羽島地区　尾崎京子氏宅

第	２	回　羽島カフェラウンジ　食の創造	in	HASHIMA～持ち寄りプレゼンテーション～

会　 場：漁民アパート1階　ふれあい館

羽島フォーラム・薩摩藩留学生記念館を語る

住民力で動かす記念館　～薩摩藩英国留学生記念館に欲しい地元パワー～

会　 場：羽島交流センター
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を確保した。

	 記念館横の船溜まりの漁具やゴミを片付け、住民の手

で清掃整備を行った。（写真１）

・地元自治会がその経費の中から沿線美化のためのプラ

ンターと植栽資材を購入した。

	 羽島小学校の協力を得て、親子が一体となってプラン

ターに植栽し、沿線に設置した。（写真２）（写真３）（写

真４）

	 羽島自治協議会の寄付による鉢を館前に設置し、住民

の手で植栽を行った。（写真５）

	 市が支給した館旗（小旗）を沿線民家に竹竿で設置し、

集落ぐるみで来館者を歓迎した。

	 館前のひろばに館が所有する国際信号旗（航海旗）を

ロープで掲揚した。
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（３）薩摩藩英国留学生記念館への協賛

記念館に対して地元羽島の自治協議会として協賛資金調

達を決定した。その資金源としてオフィシャルサポーター

Ｔシャツを製作し販売することが画策され、筆者が提供し

たデザインをもとに購買者を募り、地元を中心に４００着

近くを販売した。この動きに呼応して市役所の職員有志も

購入、着用に協力した。オフィシャルサポーターＴシャツ

は大きな収益を上げて館のイベント等に活用する基金を捻

出したが、同時に世代を超えて羽島地区住民のユニフォー

ムのようになり、館のオープンに向け、あるいはオープン

後も意志の統一や雰囲気の醸成に大きな効果を上げている。

（４）施設運営への協力と提言

記念館を健全かつ継続的な成功に導くには、施設の運営

に対する地域住民の協力は必須である。幸いなことに羽島

地区にはまぐろ漁船の乗組員を経て商船の船員としてはた

らいた経験のある方が多く、潮風の強い当地で建物の塗装

や金属の防蝕など、記念館のメンテナンスにその経験を活

かせる方も多い。女性たちも同様に船や漁に関わる人も多

く、清掃整備などの場面で活躍できる潜在的な能力を持っ

ていた。羽島ナイトではこうした地域住民の力を結集し、

開館後の施設運営への協力体制を整えていった。通常、こ

の規模の公共施設では清掃を専門業者に委託する場合が多

い。しかし本館では地域の女性たちによる「薩摩スチュー

デントお掃除協力隊」を結成。市から受託して館の清掃整

備を一括して引き受けている（写真６）（写真７）。その清

掃スキルは専門業者も驚くほどだ。それは自らの住むまち

に開館した記念館を「自分たちのもの」として誇りを持っ

て見ているからにほかならない。毎週の休館日に額に汗し

て磨き上げる彼女たちがいるからこそ、快適な記念館が維

持されているのである。もちろん、ユニフォームのように

彼女たちが着用しているのは、オフィシャルサポーターＴ

シャツである。

（５）飲食・商品の供給とイベントへの参加

薩摩藩英国留学生記念館のもう一つの魅力は、館独自の

カフェ・レストランがあることである。通常、地方の博物

館施設に飲食機能を設けることにはリスクが伴い、これを

担うことに対して地域住民が大きな抵抗を感じる場合が多

い。本館の場合も計画段階からこの件はくり返し議論され

た。誰がやるのか、出資は？人件費は？はたして採算は取

れるのか。食事処の少ない羽島において、食事や喫茶を提

供できることは大きな力になる。しかしその経営は簡単

なものではない。結果として本館のカフェ・レストランは

地元で大規模な牧場などを経営する住民が受託すること

となり、自家製の肉や地元の野菜を中心に、市内有名喫茶

店で焙煎したコーヒーや専属パティシエによる自家製ス

イーツなど、本格的な料飲提供が功を奏して人気を博し

ている（写真８）。主力となる女性たちの気持ちを込めた

「QueensCafé」のロゴマークが誇らしい。

写真６（いちき串木野市奥ノ様陽介氏撮影）

写真７（いちき串木野市奥ノ様陽介氏撮影）
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カフェ・レストランだけでなく、地元の婦人たちも羽島

の地名にちなんだグループ「フェザープリンセス」を組織

し、特産品開発や団体対応の食事提供などに一役買ってい

る。開館以来、本館には団体来館者も多く、20 名を超え

る団体の昼食対応にはカフェ・レストランだけでは追いつ

かない。その場合、羽島地区交流センターを会場に食事提

供を行う。また、同組織は羽島の民俗芸能をモチーフにし

たグッズ製作や加工食品製造なども手掛け、館内ショップ

での販売に供している。

館前のひろばなどを利用したイベント「薩摩スチューデ

ント市」の開催時にはフェザープリンセスをはじめ、地域

住民がテントなどの会場設営や飲食提供、特産品販売に協

力している。

（６）展示ガイドボランティアの醸成

薩摩藩英国留学生の歴史を来館者に伝えるには、幕末の

日本あるいは南九州における歴史の流れや、19 名の留学

生（薩摩スチューデント）の功績、人生などを把握しても

らう必要がある。これを単純に展示解説や映像だけで行う

にはいささか無理がある。そこで本館では、団体来館時は

もとより、通常も観覧のお客さまが多いと判断したときに

はすぐに展示解説ができるようスタッフがトレーニングを

積んでいる。しかし開館以来、予想を大幅に上回る来館者

数を数え、館の職員だけでは追いつかない。そこで活躍す

るのが住民による展示解説ボランティアである。開館前の

デモンストレーションで何度も解説を見てもらい、正確な

情報に解説者本人が独自の解説法を加味して作り上げた展示

ガイドである。こうした人の力による展示案内は好評で、本

館の来館者醸成に大きな役割を果たしていると考えられる。

５．地元企業や団体による「サポー

トカンパニー登録制度」
薩摩藩英国留学生記念館の活動を支援する大きな力とし

て、地域住民に加えていちき串木野市内の企業や団体によ

る「サポートカンパニー制度」をつくった。この制度は協

力企業や団体に単に館への支援をお願いするだけでなく、

館の側からもメリットとなるサービスを提供することで、

互いの関係性を良好に保ちつつ継続することを目的として

いる。

ちなみに 2014 年 12 月現在、登録サポートカンパニーの

数は予想を大きく上回って 19 団体にも及んでいる。すで

に２回のプレジデント・ミーティングと交流パーティを開

催している。開館後の薩摩藩英国留学生記念館の推移を報

告しつつ相互交流を深め、素晴らしいコラボレーション体

制を構築できている。こうした支援組織が成立し、多数の

サポート企業、団体が手を上げることは公立の博物館や文

化施設では極めて珍しく、理想的な官民協力体制だと考え

られる。

フェザープリンセス会員の協同製作による「さるぼぼ」

（地元に伝承する魔よけ申をアレンジしたもの）

写真８
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サポートカンパニー登録制度規約

６．おわりに
薩摩藩英国留学生記念館は開館以来５ヶ月ほどで

３万５千人の来館者を迎えている。もちろん羽島地区にお

いてこれほどの集客が図られたのは史上初のことである。

密航渡英の末に、日本の近代化に大きく貢献した薩摩ス

チューデントたちの物語は多くのお客さまを羽島に引き寄

せ、地域にも誇りと自信がみなぎってきたように見える。

しかし公共施設の価値はそれだけでは計れない。そこに育

つ子どもたちの心に何を残すのか、地域に記憶を刻み、こ

れからのまちづくりにどのような方向性を授けるのか。羽

島ナイトのテーマは尽きることがない。館の健全運営と地

域住民の意識向上、そしてそのための交流を生む活動など、

思想に満ちた新しい地域づくりの試みは始まったばかりで

ある。

写真、イラスト

　本文中に掲載の写真は注記あるものを除き、筆者撮影。

イラスト、チラシデザインも同様
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（参考資料１）羽島ナイトのチラシ
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